
准教授　河村彰星（計算論）
コンピュータによる計算であれ人間の数学的推論であれ，情報処理は有限的な操作から
なる手順（アルゴリズム）として表されます。このような知的処理によって何ができて何
ができないか探るのが計算理論です。次のように，有用な計算法を設計することと，その
限界を調べることの両面から研究が行われています。

アルゴリズム工学 計算機を様々な大規模問題の解決に役立てるには，その問題のもつ
構造や，アルゴリズムの設計によく使われる手法を理解し，うまく利用する必要が
あります。計算幾何，資源配分，スケジューリングなど様々な領域の問題につい
て，数理工学的手法を用いて性能・効率のよいアルゴリズムを設計・分析する研究
を行っています。

限界の解明（計算量理論） 個々の問題の解法だけでなく，一般に様々な条件下で何が
どこまで計算できるかという限界を探ることも，情報学の重要な目標です。計算機
構の制約，時間・空間や知識の量，論理的・記述的な複雑さといった各要素が，情報
処理能力にどう関与し，相互にどう関わり合うかを調べることで，考えている問題
に内在する困難さを理解したり，知的処理の本質的限界に迫ることを目指します。

私は特に，これらの理論を広い数学的対象に適用することに関心を持っています。計算
理論で最初に対象とされたのは主に離散的・組合せ的な問題ですが，実数など連続的な対
象や高階の計算も，何らかの形で表されたデータに情報処理を施す問題である以上，その
処理・操作の内容に着目して計算論的複雑さを調べることができます（帰納的解析学）。
この分野で計算可能性だけでなく多項式時間を初めとする計算量制限を論ずるための理論
的枠組の整備 [6, 7]や具体的問題への応用 [2, 3, 8]を行ってきました。
また並行して，計算幾何を中心とする諸分野の最適化に関する研究もしています

[1, 4, 5]。
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